
東京都つながり創生財団の事業について（報告）

令 和 ５ 年 ７ 月 7 日
東 京 都 つ な が り 創 生 財 団

第 4回 東京の地域日本語教育に係る調整会議
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役割
分担

区市町村・国際交流協会
外国人に最も身近な行政機関等として、

地域の実情を踏まえた
地域日本語教室の取組の充実を図る

東京都・東京都つながり創生財団
① 区市町村等の取組を支援
② 連携・協働を推進
③ 区市町村等単独では対応が困難な課題へ
対応

取組の主体 区市町村への支援

地域の実情に応じた体制づくりを支援することで、東京全体の体制を強化していく

役割分担に基づき、以下の取組を実施し、区市町村の取組を支援

①区市町村等の取組を支援 【継続】東京都地域日本教育の総合的な体制づくり推進事業

②連携・協働を推進
【継続】地域日本語教育コーディネーター連携会議
【継続】東京都・区市町村連絡会議等を活用した情報共有

③区市町村等単独では対応が
困難な課題へ対応

【新規】初期日本語教育モデル事業
【新規】日本語学習支援者スキルアップ研修
【継続】東京日本語教室サイト／総括コーディネーターの配置

具体的な取組

東京都つながり創生財団 令和5年度地域日本語教育事業
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地域日本語教育コーディネーター連携会議①

■ 地域日本語教育コーディネーター連携会議の開催

➣都の補助金を活用している区市町村の地域日本語教育コーディネーター等が
参加する会議を、年２回開催。

➣情報共有や課題の検討を行うほか、地域日本語教育に関する情報提供を行う。

➣地域日本語教育コーディネーター同士のネットワーク形成を支援し、区市町村を越えた連携を強化する。

令和４年度に開催した連携会議の様子

東京都地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業（令和４年度開始）

➣財団内に総括コーディネーターを設置し、都の調整会議に参加して東京都の地域日本語教育のあり方
について有識者と共に検討する。

■ 総括コーディネーターの設置

連携会議で議論した
課題について
調整会議で共有

↓ ↑
連携会議で協議内容

を伝える
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■ 研修等の実施

➣自治体や国際交流協会で地域日本語教育事業を担当している職員等を対象として、地域日本語教育に関す
る研修（パネルディスカッション）や、意見交換会を開催する。

開催日 : 令和４年１１月８日（火）
１４:００～１６：００

参加者 : 84名（うち、行政関係者49名）
内容：「地域日本語教育の体制づくり」に関する基調講演と

先進地域の事例紹介（港区、横浜市）

開催日 : 令和５年２月２日（木）
１４:００～１６：００

参加者 : ５０名（うち、行政関係者３１名）
内容：在住外国人の実態調査の事例

地域日本語教育の体制づくりを踏まえた具体的な日本語教室の開催方法

●現在本市が取り組む日本語教育体制整備に大変勉強になりました。地方公共団体の日本語教育推進における責務として、本市の
特色や市の目指す方向性、地域住民の要望に沿って日本語教育体制を整えていきたい。
●地域内で、どのような日本語教育が必要とされているのか、ボランティア団体等と連携が十分にできているのか精査し、取り組みにつなげ
ていきたい。
●ディスカッションの中の「日本語を上手に使えることを目指すのか、生活・暮らしの向上を目指すのか」というご意見はとても参考になりまし
た。 理念と目指すべき方向を明確にすることがまずは必要と改めて感じました。

（参考）令和４年度「地域日本語教育に関するパネルディスカッション」 実績

地域日本語教育コーディネーター連携会議②

パネルディスカッション配信の様子

第１回

第2回

参加者の感想
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初期日本語教育モデル事業 ※令和５年度新規事業

日本語学習支援者スキルアップ研修 ※令和５年度新規事業

■日本語学習支援者スキルアップ研修の実施

■初期日本語教育モデル事業の実施・検討

➣自治体による実施が求められている初期日本語教育について、モデルとなる日本語教室を開催する。

➡ 有識者と共に実施方法やカリキュラム等を検証。結果を各自治体・国際交流協会等へ伝え、実施を促していく。

調整会議での議論を
もとに、実施内容を

検討

➣都内の日本語教室で活動する支援者を対象に、専門知識を学ぶ研修を開催することでスキルアップを図る。

➣支援者同士が意見交換や交流する機会を設けることでネットワーク化を図る。
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東京日本語教室サイト URL:https://nihongo.tokyo-tsunagari.or.jp/

➣在住外国人や、ボランティア希望者が日本語教室を探すことができることを目的とした、
都内の日本語教室一覧

➣日本語教室掲載数（令和4年度末時点）: 212教室 ※令和3年度末112教室

➣アクセス数 : 年間169,842件

➣メールフォームを利用した日本語教室への問合せ：年間 911件

■ 東京日本語教室サイトの運営
令和５年度中に
多言語化する予定

911件中、
日本語教室への問合せ
（参加希望等）745件、
ボランティア希望124件

6



■ 「やさしい日本語リーダー」養成研修の実施

➣それぞれの職場や活動の場でやさしい日本語の意義や使い方を伝え、活用の取組を促進していく人材を育成

➣やさしい日本語の基礎知識、言い換え・書き換えのポイント、やさしい日本語を活用する際に役立つツールの使い方を
学ぶほか、職場や活動の場で勉強会・研修会等を開くためのノウハウも提供

➣勉強会・研修会等を開催する際に役立つよう、修了者には本研修で使用した以下の教材を提供して企画をサポート

研修用スライド／ワークシート／勉強会・研修会企画シート／演習問題集／FAQ集／動画

■ やさ日フォーラムの開催

やさしい日本語普及啓発事業

広くやさしい日本語の認知度向上を目指す普及啓発事業と、活用促進に取り組む人を育成する人材育成事業を実施。

➣やさしい日本語の多様な分野における活用事例を紹介するオンラインイベント

➣やさしい日本語にこれから取り組む人には活用のイメージを、
既に取り組んでいる人には一歩進んだ活用のアイデアを得てもらうことを目指す。

➣広く多くの人に視聴いただけるよう、アーカイブ配信を実施

令和４年度末に開催した研修の様子 外国人にやさしく伝えるためのポイントをまとめた動画
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